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2024年10月25日 

 

 株式会社電通（本社：東京都港区、代表取締役 社長執行役員：佐野 傑）で、教育のためのAI活用を研究する 

「AIうえおLab（あいうえおらぼ）」は、子どもの言葉の世界を広げることを目的とした「AIえほん」プロジェク

トの第一弾として、「おぼえたことばのえほん」のプロトタイプを、2024年10月25日（金）〜11月9日（土）の

読書週間の間、期間限定で公開します※。この「AIえほん」は、子どもが覚えた言葉をタブレットやスマートフォ

ン、パソコンで入力するだけで、AIが関連ワードを使用して物語を生成してくれるサービスです。覚えた言葉と、

その周辺にある言葉のつながりを知ることで、言語習得のきっかけにしてもらうことを目指します。 

 

「おぼえたことばのえほん」プロトタイプ：https://ai-ueo.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが覚えた言葉で、AIが絵本を自動生成 
「AIえほん」の第一弾プロトタイプ 

「おぼえたことばのえほん」を無料公開 

mailto:jigyokoho@dentsu.co.jp
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https://ai-ueo.jp/
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 「おぼえたことばのえほん」は、「ママ」や「パパ」といった言葉を覚えはじめる1歳以降の子どもへの読み聞か

せに最適なサービスです。AIがつくる絵本は「〇〇がみているせかい」というタイトルで、たとえば子どもが覚え

た言葉として「くるま」を入力すると、「くるまがみているせかい」という絵本が生成されます。子どもが覚えた

言葉の「よこにあるもの」「うえにあるもの」「したにあるもの」など、関連するものや周辺の言葉を紹介する物

語によって、子どもたちは新しい言葉を知り、世界を広げていくことができます。 
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「AIえほん」は、今後も子どもの教育に役立つことを目的としたシリーズ展開を検討していきます。「おぼえた

ことばのえほん」の商品化や、第二弾以降の企画などに際し、AIを使った子ども向けサービスの共同開発パートナ

ーや参画企業を募集しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<「AIうえおLab」について> 

 

「AIうえおLab」は、子どもの教育に役立つAIの新しい使い方を考えるラボ（電通社

内横断チーム）です。ことば、デザイン、テクノロジーの専門家が集まり、様々な

企業や団体とともに楽しく学べるコンテンツをつくり発信していきます。 

 

 
 

「AIえほん」は、「“人間の知（=Intelligence）”と“AIの知”の掛け合わ

せによって、顧客企業や社会の成長に貢献していく」という、国内電通グル

ープのAI戦略「AI For Growth」のもとで開発したサービスです。 

 

AI For Growthについては、以下リリースをご確認ください。 

https://www.dentsu.co.jp/news/release/2024/0805-010762.html 

 

 

※ 本サービスはプロトタイプ版のため、公開期間中でも予告なく終了することがあります。 

 

以上 

 

 

 

https://www.dentsu.co.jp/news/release/2024/0805-010762.html
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【リリースに関する問い合わせ先】 

株式会社電通コーポレートワン ブランディングオフィス 事業広報部 

宮田 

株式会社電通 CXクリエ―ティブ・センター 

飯田、三好 

 

Email：jigyokoho@dentsu.co.jp 
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